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【序論】ペロブスカイト太陽電池（PSCs）は低コスト、大規模生産、フレキシブルなどの利点を

持つ太陽電池として注目されている[1,2]。Spiro-OMeTADなどの正孔輸送材料（HTM）は高コスト

という難点を持っており、最近安価な HTMとして P3HTを用いた PSCsが開発され、22%を越え

る高効率が報告されている[3]。しかし、P3HTを用いた PSCsの詳細な電荷状態や素子動作機構に

は未解明な点が多い。本研究では、CH3NH3PbI3 (PVK)と P3HTを用いた順構造 PSCおよびその積

層膜試料を作製し、それらの電荷状態について ESR分光法により研究を行ったので報告する。 

【実験】Fig. 1には P3HTの分子構造を示す。ITO/SnO2/PVK/P3HT/Au構造の試料を作製し、ESR

試料管に挿入して窒素雰囲気下で封止し、暗状態と光照射下、室温で ESR測定を行った。 

【結果と考察】Fig. 2aに室温で測定した SnO2/PVK/P3HT積層膜試料の ESRスペクトルを示す。

得られた g因子は g = 2.0021であり、信号の起源は P3HTの正孔と同定された。Fig. 2bに P3HT

薄膜、SnO2/PVK/P3HTおよび SnO2/PVK/P3HT/Auの積層膜の ESR信号から求めたスピン数（Nspin）

の擬似太陽光照射下の過渡応答特性を示す。P3HT薄膜の場合と比べて SnO2/PVK/P3HTの Nspinは

擬似太陽光下照射下で増加した。この結果は PVKで光生成された正孔が効率よく P3HTに移動し

ていることを示す。これらの結果より P3HTは未ドープにもかかわらず、PSCの HTMとして適用

できることが微視的な観点から示された。短絡および開放状態での素子のオペランド ESR測定結

果も用いて、素子の動作機構や劣化機構について議論する。 
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Fig. 2. (a) ESR spectra of SnO2/PVK/P3HT layered film under 

simulate solar irradiation at RT. (b) Transient responses of the 

number of spins (Nspin) of layered films on irradiation at RT. 

 

Fig. 1. Chemical structure of P3HT.  
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